
「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」について 

 

２０２０年６月 

経団連 SDGs 本部 

 

１．設置の目的 

 経団連が 2018 年 12 月４日に公表した「今後の採用と大学教育に関する提案」

の中で、産業界が求める人材像や採用のあり方、大学教育への期待などについて

大学と経団連の代表の間で率直な意見交換を行うための継続的な対話の場の設

置を提案、これを受けて 2019 年１月、国公私立大学と経団連のトップで構成す

る「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」を設置。 

 

２．協議会の概要 

(1) 座 長 

 経団連側：中西宏明 経団連会長（日立製作所会長） 

 大 学 側：山口宏樹 就職問題懇談会座長（埼玉大学長）（2020 年３月末まで） 

  ※ 現在、就職問題懇談会座長が空席のため、大学側座長も空席 

(2) メンバー 

 経団連側：経団連副会長、審議員会議長、同副議長、教育・大学改革推進委員長 

 大 学 側：国立大学協会、日本私立大学団体連合会、公立大学協会の各団体長を 

はじめ、国公私立大学の学長 10 名程度 

(3) 構 成 

 【2020 年３月 31 日まで】 



【2020 年４月以降】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) これまでの活動 

【2019 年】 

１月 31 日 第１回会合開催、今後の検討テーマおよび検討体制につき了承 

４月 22 日 第２回会合開催、「中間とりまとめと共同提言」（注１）をとりまとめ、

公表 

６月 25 日 「Society 5.0 時代の大学教育と採用のあり方に関するシンポジウ

ム」を開催（於：経団連会館） 

12 月 12 日 第３回会合開催 

【2020 年】 

３月 31 日 第４回会合開催、「Society 5.0 に向けた大学教育と採用に関する

考え方」（注２）をとりまとめ、公表。あわせて「新型コロナウィ

ルス感染症に伴う 2021 年度採用選考活動への対応について」（注

３）を承認・公表 

４月 23 日 萩生田文部科学大臣と中西会長、渡邉副会長がオンライン面談、

産学協議会報告書につき意見交換 

５月 21 日 第１回幹事会開催、今後のフォローアップ活動計画につき了承 

５月 29 日 「９月入学移行に関する考え方」（注４）と「現在、就職活動をし

ている学生の皆さんへ」（注５）を公表 

注１：http://www.keidanren.or.jp/policy/2019/037.html 

注２：http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/028.html 

注３：http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/029.html 

注４：http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/048.html 

注５：http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/049.html 

 

以 上 

採用と大学教育の未来に関する産学協議会 

＜座長＞中西宏明 経団連会長（日立製作所会長）、次期就職問題懇談会座長 

産学連携推進分科会 採用・インターンシップ分科会 

幹 事 会 


